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中国商務部の発表によると、2004 年の外食市場成長率は前年比で 35％増加し、市場規模は
7,000 億元に達したとされている。また、2004 年における全国平均の外食消費は 576 元であり、
前年対比で 22.7%の増加であった。 
地域別に見ると、北京市や天津市などの外食消費が全国平均の 2 倍、今回訪問した上海市は
3 倍となっている。ちなみに外食産業が最も発達する広州市にもなると１人当たり年間平均消
費額は 4,143 元で、全国平均の 7 倍以上となっている。このように、中国の外食市場規模が沿
岸部を中心に急拡大をしている。屋台が充実したり、共働き世帯が多かったりするので、もと
もと日本と比べると外食比率は高かったが、外国の食文化の影響を大きく受けた。また所得の
向上とともに食品に対する要求水準も上がってきている。そういう点で、中国の食市場は発展
の重要な時期を迎えていると言える。 
昨年、グルメ情報サイトの「ぐるなび」が上海に進出した。現地向けの「上海ぐるなび」（咕
嘟妈咪）は、2005 年 11 月 7 日からサービスを開始し、掲載店舗は約 1,000 店、会員数は約 10
万人になっている1。上海在住の中国人や中国国内から上海を訪れる中国人向けにレストラン情
報の配信を行い、携帯電話のショートメッセージサービスを利用したクーポンサービスも行っ
ている。ちなみに、この「ぐるなび」は日本と同様に利用者から料金は徴収せず、広告掲載料
金で賄う。 
「ぐるなび」は、立地や料理の種類、予算から飲食店を検索できるだけではない。それに加
えて、用途別の検索や店舗のセールスポイント別の検索ができる。例えば、セールスポイント
別による検索には、雰囲気や設備、サービスなどの項目がある。雰囲気であれば、「女性に好評」、
「現代的な雰囲気」、「優雅な雰囲気」などがある。また設備には、「カラオケがある」、「禁煙席
がある」、「スポーツの試合が観戦できる」などがある。そしてサービスには、「女性のスタッフ
が多い」、「男性のスタッフが多い」、「楽団の演奏がある」、「特級厨師がいる」、「ソムリエがい
る」などの項目がある。 
このことが、特筆すべきことであるのは、経済成長期に立地や料理の種類、予算以外の項目
からも飲食店を選ぶことができるということである。日本における 1960 年代から 1970 年代と
比べると進んでいることがわかる。もちろんインターネットの出現と携帯電話の普及という点
が大きな要素であることは間違いないが、中国の経済成長の一端を垣間見ることができよう。
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また今年の 2 月に入り、上海在住の日本人と日本人旅行者向けに日本語版も開設した2。 
 中国の経済成長の勢いを食の点から見て感じることは他にもあった。繁華街の南京路には金
銭豹という名のブッフェ式の高級レストランがあった。私たちが訪れた頃に徐家匯にある匯金
百貨の 8 階にも出店したようでその告知もあった。ランチで 180 元、ディナーで 220 元と高級
レストランに分類される価格帯であるが、中華料理だけではなく、日本料理や西洋料理も食べ
ることができ、ハーゲンダッツアイスクリームは食べ放題である。ハーゲンダッツアイスクリー
ムは街のあちこちに看板を見ることができ、日本と同様にコンビニエンスストアでは必ず見つ
けることができる。日本で買うよりもやや高価であるので、所得水準を考慮すると、とても高
級なアイスクリームである。それだけに、ハーゲンダッツアイスクリームの食べ放題は大きな
セールスポイントになるのであろう。 
 ベーカリーにも変化が見られている。台湾資本のマルコポーロが大きなチェーンとなってい
る。食料品店で販売されている卸売りのパンだけではなくやや高額なベーカリーでのパンの購
入も目立ってきている。日本の山崎製パンも台湾の子会社と現地法人を設立し、今回宿泊した
ホテルの近くにある久光百貨の地下に出店していた。2 度ほど訪れたが、かなりの盛況であっ
た。日本と同様にセルフで商品を選ぶのであるが、日本とは違い、商品を温かく保つケースに
入れられている。中国では、パンは温かい状態でないと新鮮であると判断されないようであっ
た。価格は日本の同等商品と比べてほんの少し安く感じられるくらいであるので、やはり現地
の価格では高級になる。また、ここでは食パンがヒット商品であるが、これも 10 元から 15 元
と現地では高級なのであるが、支持を得ていた。「高くてもおいしい」商品を求める顧客が存在
するということであろう。 
 また、自身の目では確認できなかったが、マクドナルドのドライブスルー型店舗が外高橋 5
号門に今年できた3。 
一方、中国の飲食店の海外進出も始まっており、すでに南翔饅頭店が日本の株式会社ソーホー
ズ・ホスピタリティ・グループ（以下、ソーホー）と提携し、成功を収めている。ソーホーは、
六本木ヒルズ本店、川崎アゼリア店、大阪心斎橋店の 3 店舗を展開し、特に六本木ヒルズ店は
41 坪で月商 4000 万円を売り上げる大繁盛店である。ソーホーは、2004 年に民事再生法を申請
し、現在再建途上にあるが、南翔饅頭店 3 店舗は特 A クラスの稼ぎ頭になっている。皮は本店
と同じ製法を採用しているが、肉餡については上海本店と同じ味を出すことが原材料確保の点
から困難であった。そこで、沖縄黒豚を肉餡に使用することにより、「より洗練された」小籠包
となっている。厨師（調理師）を上海本店から招聘し、調理場をガラス張りにして調理風景を
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見せる演出も顧客に支持されている。また、横浜の中華街にある横浜大世界にも上海人家、王
家沙上海老飯店が出店している。 
 今回の訪問先でもっとも興味深かったのは、上海豫園旅遊商城であった。この上海豫園旅遊
商城も、傘下の「緑波廊」と「老飯店」の日本出店を決めている。「緑波廊」は、上海観光局が
認可した渉外旅行観光レストランで、本場の上海料理を提供する料理店である。上海料理、上
海点心、ふかひれ、蟹料理を 4 つのセールスポイントにしている。過去にクリントン大統領、
エリザベス女王、竹下首相など 40 を超える元首級の賓客も訪れ、江沢民氏や李鵬氏などの高級
官僚の支持も得ている4。また、1875 年開店の「老飯店」は、創業 130 年の歴史を持つ上海料
理の老舗店で、国家特級の料理人たちが 300 種以上の正統派上海料理を提供する。「緑波廊」は、
年内に東京でのオープンを予定しており、「老飯店」は来春、名古屋と東京に 2店舗をオープン
する予定である。このように、海外への進出が本格化しつつある。 
 
 最後にこのような貴重な共同シンポジウムと視察に参加できたことについて、柴田所長や村
上事務局長をはじめとする所員の皆様と上海社会科学院の皆様に深く感謝する。自身の研究の
関心がこの社会科学研究所プロジェクト「中国」により深まったことは大きな喜びである。 
 
                                 
4 http://www.lbljl.online.sh.cn/ 
